
 
 
 
 
 
 
 

 

第 6 回宇治市都市計画マスタープラン 

検討部会のご意見について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 



整
理

内
容

資
料

２

1
今
ま
で
と
違
う
と
こ
ろ
が

分
か
り
や
す
く
整

理
さ
れ
て
い
る
と
良
い
。
今

回
の

目
玉

が
伝

わ
る
よ
う
な
整
理

”
都

市
づ
く
り
の

基
本

目
標
と
部

門
別

方
針

の
関

係
”
に
つ
い
て
フ

ロ
ー
図
に
し
整
理

p
1
～

ｐ
6

2
伸

ば
す
項

目
、
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
す
る
項

目
、
新
た
な
視

点
な
ど
、
3
つ
ぐ
ら
い
の
グ
ル
ー
プ
で
整
理

新
し
い
視

点
を
入

れ
た
も
の
「
新

規
」
、
内

容
を
拡

充
し
た
も
の
を
「
拡

充
」
と
し
て
整
理

p
1
～

ｐ
6

3
部

門
別

方
針

の
一
つ
一
つ
の
セ
ン
テ
ン
ス
が

長
く
説

明
的
な
も
の

が
あ
る
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
的
な
言

葉
の

ほ
う
が

市
民

の
方
に
分

か
り
や
す
い
。

（
例
え
ば
、
公

園
・
緑

地
の
「
花
と
み
ど
り
の

親
し
み
を
通
じ
て
、
人

の
交

流
を
広
げ
る
ふ

れ
あ
い
の

場
を
つ
く
り
ま
す
」
や
、
都

市
防

災
の
「
自

然
的

環
境

や
景

観
を
考

慮
し
た
治

水
対

策
を
推

進
し
、
み
ん
な
が

親
し
め
る
河

川
空

間
を
つ
く
り
ま
す
」
な
ど
）

「
花
と
み
ど
り
の

親
し
み
を
通
じ
て
、
人

の
交

流
を
広
げ
る
ふ

れ
あ
い

の
場
を
つ
く
り
ま
す
」
を
「
人

の
交

流
を
広
げ
る
ふ

れ
あ
い
の

場
を
つ
く

り
ま
す
」
に
修

正
（
短
く
て
分

か
り
や
す
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
）

ｐ
1
5

4
市

民
の

皆
さ
ん
が

話
し
合
う
と
き
の
た
め
の

価
値

判
断
ま
で
書
け
る
の

か
。

5
都

市
計

画
と
し
て
、
示
し
て
い
る
方

向
性

は
明

確
に
書
い
て
、
地

域
に
よ
っ
て
判

断
を
任

せ
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
「
地

域
特

性
に
応
じ
た
」
や
「
多

様
な

ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
」
と
書
い
た
ほ
う
が

分
か
り
や
す
い
。

6
ｐ
4
の
（
1
）住

宅
地

の
「
多

様
な
住
ま
い
方
に
対

応
し
た
質

の
高
い
住

宅
地

の
誘

導
」
の
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
た
生

活
利

便
施

設
の

整
っ
た
快
適

な
住

宅
地

や
ま
ち
な
み
を
大

切
に
し
た
戸

建
て
住

宅
地

の
誘

導
に
努
め
ま
す
」
の

中
で
「
戸

建
て
」
に
限

定
す
る
必

要
は
な
い
の
で
は
。

戸
建
て
を
削

除
し
、
「
ま
ち
な
み
を
大

切
に
し
た
住

宅
地

の
誘

導
に
努

め
ま
す
」
に
修

正
。
そ
の

上
で
、
地

域
レ
ベ
ル

の
ま
ち
づ
く
り
は

地
域

に
判

断
を
任

せ
る
。

ｐ
9

7
ｐ
4
の
（
2
）商

業
・
業

務
地

の
3
項

目
目

の
内

容
で
「
生

活
利

便
施

設
の

回
遊

性
の

向
上
を
図
る
」
と
書

か
れ
て
い
る
が
、
分

か
り
に
く
い
。
分

か
り
や
す
い

表
現
に
修

正
。

「
人

々
が

行
き
交
う
歩

行
者

空
間

の
充

実
を
図
る
な
ど
、
今

後
商
業

施
設
な
ど
生

活
利

便
施

設
を
回

遊
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
」
に
修

正
ｐ
9

8
ｐ
5
の
（
3
）工

業
地
に
関
し
て
は
、
「
活

力
に
満
ち
た
工

業
地

の
整

備
・
充

実
を
進
め
ま
す
」
の

整
備
と
「
活

力
あ
る
都

市
を
め
ざ
す
た
め
新
た
な
産

業
立

地
を
検

討
し
ま
す
」
が

重
複
し
て
い
る
。
分

か
り
や
す
い
表

現
に
整

理
。

既
存

の
工

業
地

の
振

興
と
整

備
に
分
け
整
理

ｐ
1
0

9
ｐ
5
の
（
5
）森

林
・
緑

地
等

の
一

番
下
、
「
各

種
法

令
等
を
活

用
し
豊

か
な
自

然
の

保
全
に
努
め
ま
す
」
は
、
法

令
を
活

用
す
る
の

は
当

然
な
の
で
、
進
め

て
い
る
取
り
組

み
な
ど
直

接
的
な
表

現
に
修

正
。

「
（仮

称
）
太

陽
光

発
電

設
備

の
設

置
に
関
す
る
条

例
策

定
な
ど
に
よ

り
」
に
修
正

ｐ
1
0

1
0

身
近
な
視

点
か
ら
大
き
な
視

点
へ
と
い
う
視

点
で
書
い
て
あ
る
が
、
大
き
な
視

点
か
ら
身

近
な
視

点
に
記

載
が
よ
い
。

Ｐ
8
の

公
共

交
通

機
関

は
、
1
つ
目
に
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
調

和
の
と
れ
た
持

続
可

能
な
交

通
体

系
を
め
ざ
し
ま
す
」
、
2
つ
目
に
「
公

共
交

通
を

中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
」
の

順
、
道

路
は
、
「
社

会
情

勢
の

変
化
に
対

応
し
た
道

路
網
づ
く
り
に
努
め
ま
す
」
を
１
番

最
初
に
整

理
し
た
方
が

分
か
り
や
す
い
。

大
き
な
視

点
か
ら
身

近
な
視

点
の

順
に
整
理

ｐ
1
1

ｐ
1
3

1
1

一
番

大
き
く
変

わ
っ
て
い
る
の

は
「
多

様
な
住
ま
い
方
・
働
き
方
を
支
え
る
都

市
づ
く
り
」
な
っ
て
る
と
こ
ろ
が

目
標
と
し
て
は

大
き
く
変

わ
っ
て
る
。
そ
の
目

標
と
最
も
関

わ
り
が

深
い
の

が
ｐ
1
2の

「
都

市
環

境
」
な
の
で
、
「
身

近
に
あ
る
自

然
が

感
じ
ら
れ
る
都

市
環

境
を
め
ざ
し
ま
す
」
の

中
に
「
生

活
環

境
の

維
持
」
の
よ
う
な
文

言
が
あ
る
と
分

か
り
や
す
い
。

都
市

環
境

の
基

本
方

針
に
つ
い
て
見

直
し
、
「
地

域
特

性
に
応
じ
た

良
好
な
都

市
環

境
を
め
ざ
し
ま
す
」
で
整
理

ｐ
1
7

第
６
回

検
討

部
会

の
部

門
別

方
針

に
お
け
る
主

な
意

見

ｐ
9
な
ど

都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本

的
な
方

向
性
で

あ
り
、
地

域
レ
ベ
ル

の
ま
ち
づ
く
り
は
、
基

本
的
な
方

向
性
を
踏
ま
え

た
上
で
、
「
地

区
計

画
な
ど
を
利

用
し
て
行
う
こ
と
と
な
る
」
等
で
整
理
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今

回
 

                            
 

 

・
全
体

構
想
（

素
案

）
へ
の

市
民

意
見

 

【
第

4
回

】（
12

/2
）

 
 

・
こ
れ

ま
で

の
検

討
の

内
容

に
つ
い

て
 

・
全

体
構

想
（

原
案

）
に

つ
い

て
 

宇
治

市
都

市
計

画
審

議
会

（
7/

20
）

 
・
次

期
宇

治
市

都
市

計
画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

策
定
に

つ
い

て
（

諮
問

） 
・

都
市

計
画

マ
ス

タ
ー
プ

ラ
ン

検
討

部
会

設
置

（
議
案

）
 

【
第

1
回

】（
8/

4）
 

 
・

検
討

部
会

に
つ

い
て

 
 

・
策
定

の
経

緯
と

検
討

の
主

な
視
点

 
・

全
体
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（

案
）

 

宇
治

市
都

市
計

画
審

議
会

（
２

/８
）

 
・

部
会

取
り

組
み

状
況
報

告
 

全
体

構
想

の
報

告
（

部
会

原
案

）
 

宇
治

市
都

市
計

画
審

議
会

（
5/

7）
 

・
部

会
取

り
組

み
状

況
報

告
 

全
体

構
想

（
部

会
案

）
の

報
告

 
・

地
域

別
構

想
の

進
め
方

、
全

体
構

想
パ

ブ
リ

ッ
ク
コ

メ
ン

ト
案

 
 宇
治

市
都

市
計

画
審

議
会

（
７

月
予
定

）
 

・
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

（
全

体
構

想
）

の
結

果
報
告

 
・

部
会

取
り

組
み

状
況
報

告
 

次
期

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
（

部
会

原
案

）
の

報
告

 

【
第

6
回

】（
3/

11
）

 
 

・
全
体

構
想

（
原

案
）
、
部
門

別
方
針

に
つ

い
て

 
 

・
市
民

参
画

の
手

法
に

つ
い

て
 

【
第

2
回

】（
9/

7）
 

 
・

課
題

と
方

向
性

に
つ

い
て

（
全
体

構
想

）
 

 
・

検
証

・
評

価
の

手
法

に
つ

い
て
（

全
体

構
想

）
 

Ｒ ２ 年 度  

宇
治

市
都

市
計

画
審

議
会

（
11

/1
6）

 
・

部
会

取
り

組
み

状
況
報

告
（

事
務

局
）

 

Ｒ ３ 年 度  

【
第

9
回
】

９
月

頃
 

 
・

次
期

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
（

部
会
原

案
）

の
修

正
 

 

宇
治

市
都

市
計

画
審

議
会

（
１

１
月
予

定
）

 
・

市
民

意
見

交
換

の
報
告

 
・

次
期

マ
ス

タ
ー

プ
ラ
ン

（
部

会
案

）
の

報
告

 
 

【
第

3
回

】（
10

/1
9）

 
 

 
・

全
体

構
想

の
方

向
性

に
つ

い
て

 

【
第

5
回

】（
1/

20
）

 
 

・
全
体

構
想

（
部

会
原

案
）

 
 

・
市
民

参
画

の
手

法
 

【
第

7
回

】（
4/

15
）

 
 

・
全
体

構
想

（
部

会
案

）
 

 
・

地
域

別
構

想
の

進
め

方
 

都
市

計
画

審
議

会
 

【
第

8
回
】

6
月

頃
 

 
 

・
地

域
別

構
想

（
部

会
原

案
）

 

宇
治

市
都

市
計

画
審

議
会

（
２

月
予
定

）
 

・
次

期
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

（
審

議
会

案
）
【

答
申

】
 

 

宇
治

市
 

 
次

期
総
合

計
画

策
定

 

連
 
携

 

※
総

合
計

画
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

が
未

定
の

た
め

詳
細

に
つ

い
て

は
今

後
調

整
 

 
次

期
総
合

計
画

策
定

 

連
 
携

 

市
民

意
見

交
換

（
宇

治
市

）
 

※
総

合
計

画
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

が
未

定
の

た
め

詳
細

に
つ

い
て

は
今

後
調

整
 

※
地

域
別

に
意
見

交
換

 
 

 
次

期
総
合

計
画

策
定

 
連
 
携

 

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
 

ア
ン

ケ
ー

ト
 

 

・
宇

治
市

の
魅
力

 
 
（

強
み

・
弱
み

）
な
ど

 
 

市
民

参
画
の

手
法
に
つ

い
て

 

 


